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研究成果の概要（和文）：11C-methionineは膵予備機能や再生能を目的に、生体膵ドナー13例、レシピエント25
例を比較。術前と術後6ヶ月後検査を実施。膵は平均値SUVを用い、膵CTvolumetryは、ドナーは門脈左縁を切離
ラインで計測。ドナー膵再前後で29.3±7.5から38.0±7.9mlと1.3倍、PETではSUVが16.0±1.1から16.9±5.0は
1.06倍で、両者の積で機能的volumeとし平均で1.38倍となった。膵機能を100％とすると、生体ドナー術前113
％、術後は57％、レシピンエトでインスリン離脱例は脳死70％、生体24％であった。インスリン再導入12%、グ
ラフト機能不全0％。

研究成果の概要（英文）：To evaluate pancreas volumetric function (PVF) of the graft and live donor 
residual pancreas using 11C-methionine PET/CT in pancreas transplantation.   Pre- and post-operative
 pancreas volume in donor was 29.3±7.5 and 38.0±7.9ml. Pre- and post-operative SUV in donor was 
16.0±1.1and 16.9±5.0. PVF was elevated 1.38-times postoperatively. Assuming that the normal PVF is
 100%, pre- and post-operative PVF in donor was 113% and 57%. Insulin independent PVF with 
brain-death and live donor was 70% and 24%. Insulin dependent PVF and graft failure was 12% and 0%.
Pancreas regeneration was observed volumetric 38%, but functional 6% in donor pancreas.

研究分野： 膵島移植

キーワード： 11C-methionine PET　CT　volumetry　膵再生　生体膵ドナー

  ２版

平成



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
 11C-methionine PET を用いた報告では、
11C-methionine 集積度は膵外分泌機能と相
関することや膵内外分泌機能を含めた膵機
能と相関することが報告されてきた。さらに
我々の膵臓移植おける臨床的検討では、正常
膵のドナーの 11C-methionine 集積度は極め
て高値で、1 型糖尿病膵のレシピエントの集
積度は極めて低値であることが判明した
（Pancreas 39,418-9, 2010）。以上の結果よ
り 11C メチオニン集積度は膵予備機能や再
生能を反映している可能性が考えられた。 
 
２．研究の目的 
 11C-methionineおよびCT volumetryを
用いて、生体膵ドナーにおける残膵の術前後
の膵再生能およびレシピエントにおける生
体および脳死膵移植後の予後別によるグラ
フト膵予備能を比較した。 
 
３．研究の方法 
 対象は、11C-methionine PET/CT を実施
した生体膵移植ドナー13 例、生体レシピエン
ト 10例、脳死レシピエント 15例の計 38例。 
 このうちドナー膵再生能評価は、PET と
CT を術前後に検査に同意し計測可能な 8 例
を評価した。 
PET/CT の検査時期は、ドナーは移植前と術

後 6 ヶ月後に、レシピエントは術後 3 から 6
ヶ月後の血糖の安定している状態にて実施
した。 
検査機器の精度管理は、PET/CT Biograph 

Duo/16 または Discovery ST-ELITE にて撮像
し、機器間の値はファントム補正にておこな
い一般的な評価値である SUV を共通化した。    

11C-methionine 投与量は約 740MBq とし、
全膵をスキャンするように体各により最大
3bed 撮影した。膵機能の評価値は常用されて
いる、SUV（standardized uptake value）を
用いたが、膵スキャンの中央スライスを用い
膵に ROI を設定し、平均値をその目的とする
膵の SUV とした。 
膵 CT volumetry は、ドナーの術前は門脈

左縁を切離ラインと想定し計測した。すべて
の CT volumetryにおいて膵の境界が不明瞭
な場合、PET 画像による膵高濃度集積を参考
とし境界を決定し計測し、測定値はｍｌで表
記した。 
 
４．研究成果 
ドナー膵再生能は、CT volumetry では残

膵となる膵頭部は前後で29.3±7.5から38.0
±7.9ml と 1.3 倍に体積は増加し、PET では
SUV が 16.0±1.1 から 16.9±5.0 と機能では
1.06 倍とほぼ同等であった。そこで、両者の
積で機能的 volume と解釈すると平均で 1.38
倍となった。 
全膵体積および生体膵ドナー術前 SUV15を

基 準 値 と し 、 生 体 ド ナ ー 術 前 の
11C-methionine PET に膵体積を乗じた膵機

能を100％とすると、生体ドナー術前 113％、
術後は 57％、レシピンエトでインスリン離脱
例は脳死 70％、生体 24％であった。インス
リン再導入は生体レシピエントのみに観察
され 12%、グラフト機能不全（拒絶反応およ
び 1 型 DM 再発）は 2 例みられ、集積がなく
膵機能は廃絶していると考えられた。 
以上より本法により生体ドナーの正常膵

では膵切除後に膵の量的かつ機能的再生は
見られるが、術前と同等にならず術前の約
60％にとどまると考えられた。従来では評価
不能であった膵機能の量的情報が提供可能
で、長期経過観察の指標に有用と考えられた。  
また、膵グラフト機能においてもインスリ

ン離脱の予後を詳細に評価可能で長期予後
予測やそれに応じた追加治療の判定にも有
用な情報が提供できると考えられる。 

11C-methionine PET/CT は、生体膵臓移
植のドナーおよび生体と脳死膵臓移植のレ
シピエントのグラフト膵機能検査に有用で、
従来の検査で得られない情報を提供する検
査法である。 
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